
令和６年度 学校評価保護者アンケート まとめ
保護者の皆様には、日頃より栗原中学校の教育にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。

令和６年度の学校行事は、コロナ感染症に感染拡大以前の形式で実施できました。ただ、栗の実祭

に関しては、ハーモニーホール座間の改修工事に伴い、大和シリウスでの実施となり、学年毎に保護

者の皆様の入場制限せざるをえなかった点につきましてはご協力誠にありがとうございました。

さて昨年度と同じく、学校評価アンケートについては、ＷＥＢでの回答を実施いたしました。ご協

力ありがとうございました。

アンケート項目 １８項目 回答：４段階で、選択式

「肯定群」よくあてはまる・まあまああてはまる

「否定群」あまりあてはまらない・まったくあてはまらない

回答結果は、昨年度と比較して、肯定的な割合は大きくは変わりませんでした。

①令和６年度の成果（良かった点）

・「学校は、生徒の学習成果や努力、学校生活全般での取り組みを適切に評価している。」は、肯定

群８５.５％と前年度より１.８％増加しました。生徒たちの授業への取り組みや行事等への取り

組みでは、教職員が生徒の成長を見とれる場面が多くあり、学級通信や面談等で保護者に情報発

信をしていることが高く評価をされていると考えられます。今後も、生徒の成長を促すような授

業や学校行事等、学校生活全般で取り組んでいきます。

・「学校はあいさつの励行や時間・服装のけじめ等、生徒の基本的生活習慣の育成をめざした指導を

適切に行っている。」は、肯定群が９０.７％と例年どおり高い評価でした。栗原中の伝統である

「あいさつ」は、生徒会の三本柱としても長く活動しており、継続して取り組んでいます。服装

についても、昨年度より導入された新しい制服や本年度より導入された紺色体操着についても、

引き続き保護者の皆様のご理解とご協力をいただけていると考えています。

・「学校は、生徒との積極的な対話等を図り、信頼関係を築くために努力をしている。」は、昨年度

の肯定群８０.７％から４.４％増加し、８５.１％に回復しました。

・「学校は、生徒が充実した学校生活が送れるよう環境整備や学校美化に努めている」は肯定群が、

９１.２％と昨年度と同様の高い評価でした。今年度は実施できませんでしたが、体育祭前の環境

整備には、多く保護者がボランティアとしての参加予定をしてくださりました。ありがとうござ

いました。今後とも、環境整備に努めてまいりますので、ご協力よろしくお願いいたします。

②令和７年度の課題（次年度へ向けて）

・「生徒は、全体的に授業に前向きに取り組んでいる」は、前年度肯定群８８.３％より５.８％下が

り８２.５％に、「学校は、指導内容や方法を工夫し、わかりやすい授業をするように努めている」

は、前年度肯定群８２.３％より６.１％減少し、７６.３％でした。学校目標にもある「主体的・

創造的な学びの中で」を踏まえ、生徒がわかりやすい授業はもちろん、「学びに向かう力」の強化

を図り、主体的に学ぶ生徒の育成を今以上に図り、生徒一人ひとりを認めていき、きめ細かな対

応をしていきます。

・「学校は、保護者会・懇談会等を設け、その意見等を教育活動に反映をさせるように努めている」

は、９０.７％の肯定群より１０.５％下がり、８０.２％でした。今年度より授業参観・懇談会の

回数を減らしたため、保護者が学校に出向く場面が減ったことが一因と考えられます。

・今年度新設した設問の「学校は、不登校を未然防止に努めるとともに、生徒の対応を組織的に行

って、解決に努めている。」では、肯定群６８％でした。学校では、生徒が抱えている問題の早期

発見、生徒指導の早期対応や不登校生徒を未然に防ぐことにもつながっていきます。年２回の教

育相談に限らず、日頃の積極的なコミュニケーションを心がけ、生徒の声色や表情などちょっと

した変化についての気づきを教員間で共有して、一人ひとりの生徒に丁寧に向き合っていけるよ

う教職員一同努めてまいりたいと思います。

来年度も教職員一同チーム栗原として、栗原中学校の教育を推進してまいります。ご理解・ご協力

をお願いいたします。



令和６年度 学校評価アンケート （保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


